CORONA 


コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 


お客様へ 

本製品は消費生活用製品安全ま（消安ま）で指定され 
る特定保巧製品です。 

法定点検を受けるために所有者登録を巧ってください。 

(製品に同個した r 巧有を票」に記入し巧西願います。） 


エフエフジーエツクス エム エフエフジーエツクス エム 

FF-GX551 1 M • FF-GX42 11 M 



このたびは、コ□ナ石ミ由ス I ブをお買いあげ 
いただき、まことにありびとラございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後もお使いになるちびい 
つでち見られる所に「保証書」となに大切に保 
管しでください。 



□ 特にま意しでいたださたいこと 


(ま全のために必すお守りください） -1 〜3 


百使巧する場所--^3 

且各部のち称-4~5 

□ 使巧前の準備 ■ ~ … … 一 6 〜7 

且使巧方を(使いち） ’ —— 7〜11 

□ まき装置^- ^12 

且その他の装置-~~ -13 
□ 日常の点検-ま入れ —— 一 14〜15 

回定期点検--^16 

阻が障•異常の見分けちと処置ちま 一 17〜19 

田部品交換のしかた…一一- 一20 

旧 保管（長期間使用しない場合）-20 

旧 住様 -21-22 

圧） ア フターサー ビス 22 

旧 お付け • 移設-- - 23-24 


A 警告 



KEROSENE ONLY 


ガソ U ン使用禁止 
使用燃料：巧油 


A 警告 


給排気筒を必す 
点検しでください 
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田特に iii していただまたいことほ S のために 《 ず折りください) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや化の人々へのち害や財産への 
損害をモ然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意 D モは巧のよラになつでいます。内容をよ 
く理おしでから本文をお読みくださし、。 


A 危険 
A 警告 
A 注意 


この表示をお視しで、誤った取®いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ危険、または义巧のち 
険び差しをっでちじることび想定される内容を示しでいます。 

この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人び死こ、重傷を負ラ可能性、または义災の 
可能性び想定される内容を示しでいます。 

この表示を巧視しで、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損害の発ちび想 
定される巧容を示しでいます。 


絵表示の例 


A 么記号はを意を促す巧容びあることを告げるものです。 

/•\ 図の中に具体的なを意の客(左図の場含は一般的な;'主意)び描かれでいます。 



( S ) 記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な禁止の容(在図の場ちはガソ I 」ン禁止)び巧かれでいます。 
〇記号は行為を指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示の客(左図の場合は電源プラヴをコン忆ントから抜いでくだ 
さい)び描かれでいます。 


ノ 


么警告 ( WARNING ) 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮凳性の高い巧は、絶対に使巧 
しないでください。乂おの原因になります。 



給排気筒トップ閉そくを険 

給が気筒トップの周りび雪でふさびれたま 
まで使巧しないでください。ふさびれでい 
るとさは、除雪しでください。 

また、板などによる「雪囲い J はおが気の 
のげになるのでおやめくださし、。 

閉そくしでいると運転巧にがガスび室のに 
漏れで、危おです。 



温風吹出□をふさびない 

巧類、抵などで温風吹出□や空気取 
入□をふさびないでくださし、。 

巧類、紙などでふさぐと、义巧の原因 
になります。 



定期点検の実施 

定期的に年に1回程度）に点検'整備 
を受けでくださし、。 

点検を受けすに長期間使巧し続けると、 
故障や事故の原因になり危険です。 
点検-整備はお買い巧めの販売店や資 
格害のいる店にの頼しでください。 



給排気筒（管、ホース）夕1•れを険 


系合が気筒（管、ホース）びがれたまま使 
用しないでください。 

外れでいると運輯中にがガスび室内に漏 
れで、危険です。 




給が気筒トップにはを網などは巧けない 

給が気筒トップには、をよけのための金網 
などは巧けないで < ださし、。 

給排気ののげになり、異萬燃焼を起こし排 
ガスび室のに漏れる可能性びあり危険です。 



巧類の乾燥厳寧 

巧類などの乾燥には使巧しないでください。 
巧類び落下しで义びつき、义災の原因に 
なります。 




スプレー宙厳禁 

スプレー生や力它ットこんろ田ボンべ 
などを、温風のあたるところに放置し 
ないでください。熱で正の圧力が'上か'り、 
爆発しで危険です。 



ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

お客様ご白身による工事は危険です。 

お付け工事は販売店や専門業着にごの 
頼ください。 

(ス I ブを移設させる場合も同じです。） 



么ま意に AUTION ) 

力ーテン、寝具など可燃物近接禁止/ ノ 

力ーテン-布団や毛巧など 一 J ! 

燃えやすいもののそばなどで \ で、 叫 

使用しないでください。 1 

义災び発をするおそれびあり 
ます。可燃物との離隔距離に おジ j- J 

心、では23ぺ-ジを参照しでくださぃ。 


給油時消乂 しな ミ） 

义災のおそれびありま^" 

ので、給ミ由は、必ず消义 uiii - 
し、乂の気のないとこ5 \ 

で行ってください。 
















































注意に AUTION) 


A 


油漏れ確認 

ミ由タンク- 3ム製送;'由管- 
接合部-給ミ由コックおよび 
機器などからのなミ由漏れび 
ないことを確認の上ご使届 
<ださい。 

なミ由が漏れでいると乂災の 
おそれびあります。 



コ''ム製 
をミ由管 


異常時使用禁止 

巧一異常を感じたとぎは、使 
用しないでくださし、。 

異萬燃焼のおそれがあります。 



高温部接触禁止 

燃焼中ゃ消义直後は、高温部 
(ス I -ーブ前面のグ IJ ルの园迈や 
枠上部前面など）、給が気筒トップ 
にまなどふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 



0 


腰をかけたり物をのせない 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないで 
<ださい。 

機器の故障ややけどのおそれびあります。 

機器の上に巧びんや水を入れたちのなどを置かないで 
ください。水びかかると漏電や故障のおそれびあります 


電源コードを傷めない 

電源コードに巧理な力を如え 
たり、物をのせないでくださ 
い。また、電源プラヴを抜く 
ときは、コードを持って引ぎ 


巧かないでください。义がや感電の原因になります。 



長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

長期間使届しないときまたはな管するときは、必す 
電源プラグをコンじントから抜いでください。 

义災や予想しない事故の原因になります。 


€ 


灯油の保管 

なミ由は、义気、雨水、ごみ、言温および直射曰化 
をさけた場所に保管しで < ださし、。 

万ソ I 」ンなどと一緒にな管しないでくださし、。 
誤って使用すると異常燃焼や义災のおそれびあり 
ます。 


〇 


フィルタを外しての運転禁止 

巧流用送風機のフィルタをがしたが態で運転し 
ますと、カーテンなどを巻きこんで义おになるお 
それびあります。 

またまなどふれるとけびをするおそれびあります。 


0 


電源の接続 

電源は適正配線されたお相 100 V のコンじント 
外は使巧しないでください。発熱•発义の原因に 
なります。電源コードは、途中で接続したり、延 
長コードの使巧-他の電気器具とのタコ足配線を 
しないでください。発熱-発义の原因じなります。 


0 


分解修理の禁止 

故障-破損したら、使届しな 
いでくださし、。 

不完全な修理は、危険です。 



温風に直接あた5ない 

温風に直接長時間あたらない 
で < ださし、。 

ほ温やけどや脱水症がになる 
おそれびあります。 



改造使用の禁止 

改造しで使届しないでください。また、ストーブ 
やおが気筒には床暖房用の熱交換器などを取り巧 
けないでください。 

义災や排ガスび室のに漏れる原因となり危険です。 


0 


電源プラグは確実に差し込む 

電源プラヴはコンじントに根元まで確実に 
差し込んでください。また、傷んだプラヴ, 
やゆるんだコンじントは使用しないで 
ください。义がの原因になります。 

めれたまでの抜き差しはしないでください 
感電の原因になります。 



電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラヴを抜き、ほこりおよび金属 
物を除去しでください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり乂災 
の原因になります。 


〇 


変質打油禁止 

変質0;由、不純灯';由（巧れたなな、化の混じって 
いるなミ由など）を使用しないで<ださい。 

異常燃焼や故障のおそれびあります。 


0 


指や異物を入れない 

温圃吹化□や空気取入□などに指や異物を 
入れないでくださし、。 

けびや义がの原因になります。 


0 


初めてお使いになるとをのま意 

初めでお使いじなるときは、耐熱塗料などび焼き 
巧くまで煙と臭いび出ます。しばらくの間、窓を 
あけで部屋の換気を巧つでくださし、。 

また、小鳥やル動物などに影響する場ちび考えら 
れますので、この間は部屋に入れないでくださし、。 


〇 







































么ま意に AUTION ) 

給排気筒付近の可燃物近接禁止 ^ 

給が気筒トップの近くに、 CT ミ由や 1 V / 

可燃物など引乂のおそれのあるち ^ 

のを置かないでください。 

义災のおそれびあります。 H ' 

外出する時は消义 A 

外出するときは、必す運輯を停止し 
消'乂しでください。 

特殊用途には使用しない 

食品-精密危機' 美術品の保をや、動植物の 1 ^ 

飼胃-裁培などには使用しないでください。 

v 

可燃物との距離を離す A 

巧燃物との離隔題に]いでは、標辑 g なけ例 
(23 ぺ-ジ）を参照しでください。 

ノ 


お願い （NOTICE) 

機器を廃棄するとをのま意 

な油の廃棄 

ス1-ーブを廃棄処かするときは、定巧面器のな;'由を 

なミ由の廃棄処かは、な;由をお買いホめになった 

巧き取ってください。 （15 ページ） 

販売店にご相談ください。 

なミ由び入ったまま廃棄するとリサイクルの際に 


思わめ事故になるおそれびあります。 

ノ 


宜使用ずる場所 

ス I -ーブをち全に使巧するためじは、場所の選定び大切です。 

安全に使用するために 



•マントルピースなどに据付ける場合は、標準お付け例にしたびつでくだ 
さい。に3ぺージ） 


け票高が1500上の場所では使用しないでください。高地で使用される 
場ちは調整び必要です。 

(空気の濃度び薄いため、燃烧に必要な空気び不足します。詳しくは、ェ 


事説明書 


高地または延長給が気で使巧の場合 


をご覧ください。 


参温室、飼育室、乾燥室などでは絶巧使巧しないでください。 

•温室、飼胃室など、動植物の育成栽ちに使巧しないでください。 

参クリーニンヴ店-美容院など化等薬品を使用する場所では使用しないでく 
ださい。化巻薬品などの影響じより、異常燃焼や故障の原因になります。 


効果的に 使 用す るために 

^の下や壁面に設置 

♦列気に接する窓の下や 
壁面に置くと、ち気び 
ストーブで暖められ、 

温風としで巧流します 
ので効果的です。 



温風の循環を巧げないでください 

♦ I ごを 意 I ス I -ーブの前面に障害物を置か 
ないでくださし、。 

障害物びあると、部屋の温度にむらがで 
さるばかりでなく、本体の温度び上昇し 
で危おです。 



参ス I -ーブの前面の空間を広くとれる場所を還んでください。 




ノ 















































































回さ部のち赖 

外観図 — 



操た部-表示部 
定'油面器リ它ットボタン 



本体固定を具 

左側板ふた 

給が気筒本体 
給が気筒ふた 
給が気筒トップ 

給気ホース(内部） 

が気管巧け検巧巧リード線 
(巧部） 


構造図 



巧流用送風機(巧部) 
放熱器 

スケルトン 
ガラス円筒 

パーナヘッド 
U ンヴ(内部） 

燃焼巧送風機 

フ レー ム□ッド 

ポツト バー ナ 

気化筒(内部） 

過熱防止装置 
(サーモスタット） 


機内サー=スタ(内部） 

過熱防止装置 
(安をサーモスタット） 

不完を燃焼防止装置 
(ガスじンサー※） 

ち側板ふた 

プリント配線板 

電極(点义プラヴ） 

電磁ポンプ(内部） 

イヴナイタ 

定ミ由面器(内部） 

-巧震白動消义装置 


X 運藍中はガスじンサーび発光' 点滅ずるため、 
隙間から光び見えることびあります。 























































































































操作部-表示部の名称と働き 


※イラストは説巧のためを部表示した状態にしであります。 


おやずみ1時固運なキー 


おやすみ！時間タイマー運 
転を它ット•醉除をするとき 
に押します。 


点灯 

おやすみ1時間 


運輯中 


操作音 t ツト：ピツ 
辟除：ププツ 
川ぺージ） 


eco 運巧キー 


eco 運転の它ット’辭除を 
するときに巧します。 


点な eco 運転中 


操作音它ット：ピッ 
自军除：ププッ 
(8 ぺージ） 



白動運なキー 


ルームサーモ它ンサーによ 
る自動運転で暖房するとさ 
に巧します。 




デジタル表示部に設定温度 
と室内温度び表示されます。 
操が音它ット：ピッ 
エラー:ピピッ 
(7-8 ぺージ） 


デジタル表示が 


運輯中点なするバ 
ツクライト機能巧 
ぎです。 


設定温度室內温度 


温度/時刻合せ 


微か/义力切巧キー 


白動運転から微か/ま動によ 
る固定义力運輯に切り換え 
るときに巧します。 


m 


デジタル表示部に、 

び表示されます。 

操作音 

微か/义力切換它ット 
义力亡ット 
Lo じット 
( 7 ■ 8 ■ 24ぺージ） 


「LoJ 


ピッ 

ピッ 

プツ 


iarsL 

■哪勝い/切^ 

■ 鼠、 ^苗— ゾ 

f Lo ぶれん 


おはよラタイ7—キー 


おはよラタイマー運転を它 
ットするときに巧します。 
運転かじ巧すとおはよラタ 
イ7—待機が態になります。 
おはよラタイマー待機かは 
デジタル表示部に現を時刻 
び表示されます。 


点巧 

おはよラタイマー 


運転か 


操が音じット：ピッ 


酷除：ププッ 
( 10ページ） 



チャイルド□ックの它ット • 
瞄除をするときに巧します。 
チャイルド□ック時、デジタ 
ル表示部に n ~® び表示され 
ます。 

操た音忆ット：ピッ 
解除：ププッ 
川ぺージ） 


表示切巧キー 


現を時刻合せおよび、おは 
よラタイ7—時刻含せの設 
定切り換えをします。 

巧すごとに「現を時刻 Jr 現を 
時刻合せ j 「 タイ7— 時刻合 
せ」の順塞にのり換わります。 
5砂]^<(上操作び'ない場合は、 
初期表示に戻ります。 

操作音巧す：ピッ 
戻る：ププッ 
( 9 . 10ぺージ） 


温度設定キー 


温度を変えるとさに押しま 
す。 

操作音 

+/温度を上げる：ピツ 
一/温度を下げる：プツ 
(8 ページ） 


時刻させキー 


現在時刻、おはよラタイマ 
一時刻を合わせるときに巧 
します。 

操作音 

時/時合わせ：プッ 
分/かちわせ：ピッ 
( 9 -1日ぺージ） 


運ちボタン 


運転•停止をするとさに巧し 
ます。 

点灯 

燃焼か 

(じーブ消义中ち点な） 

点滅 

予熱中 

(予熱完3復白動点乂） 

早い点滅 

何かの原因で自動消火 

操作音 

(7.8. 

運転：ピツ 
停止：ププツ 
10.24ぺージ） 


•刷 PKi 

♦停電や電源コードを巧いでち、設定温度や設定した固定义力および eco 運転 
は、記憶しでいます。 























































































百使用前の準備 

燃料 


燃料は必すの';由 （ J に1导な;'由）を使用しでください。 

♦ 拉誓留 ガソリンなど揮発性の高い;'由は、絶巧に使田しないでください。义災の原因になります。 
•^11 変質な;'由、不純な'油などは、絶巧に使用しないでください。 

参胃意 I な;'由は必す义気-雨水-ごみ-高温および直射曰化をさけた場所にな管しでください。 

ガソリンなどと一緒に保管しないでください。誤って使巧すると異常燃焼や义災のおそれび 
あります。 


(§) 

0 

〇 



•変質な巧、不純なミ由か’原因で修理を巧頼されたときは、保証期間中でち保証の巧まがとなります。 
•変質打巧の処理でお困0の場合は、 I 打油をお買い求めの販売店にご相談ください。 


給 


油 



お'边ポンプ 


給油□ふた 
ストレーナ（内部) 

ミ由量計 

送ミ由バルブ 
水グージ 
水振きバルブ 


■給油の際の手順とミち意 


• I 么を意 I 給';由は必す消义しでからおこない、こぼれたな'油はよくふきとつ 
でください。乂災のおそれびあります。 

参送ミ由ノ ' U しブを閉じで給ミ由□ふたを外し巿販の総由ポンプで給ミ由しでください。 
ミ由量計の針び 「満 J をさしたらお巧をやめでください。 

給ミ由後は、給油□にあるストレーナを取り化しで、水やごみびたまつでい 
たら掃除しで < ださい。 

参ストレーナを取り付けで、給ミ由□ふたを必すちとどおり締めでください。 

♦給;由の際は、か-ごみなどを入れなレよラにを意しでください。 

水' ごみなどは燃料不良や、ストーブの寿命低下などの原因になります。 

♦給ミ由□ふたは、確実に閔めでください。 

• I 么を意 I 災のむそれびあ0ますので、給'油は、 I 必すミ肖し、）^^の気の 

ないところで巧つで < ださい。 


■燃料切れの注意と空気巧をの方法 
油タンクを空にしないよラ';主意しでください。 

•ミ由タンクを一旦空にしますと、送';由経路内に空気びたまり、正常に送巧びできなくなることびあります。 
このよラな場合は巧の順唐で空気抜きをしでください。 



1. 送;由バルブを閉め、ミ由タンクに給ミ由します。 

2. ス I フ'のコ''ム管□から、コ''ム製送ミ由管を外します。 

3. 送ミ由ノ ' U しブを開けゴム製送;由管からなミ由び連続しで流れ出ることを確かめ 
でからコ''ム製送;由管をちとどおりにス I -ーブじ取り付けます。 

(ロミ由びこぼれないように容器を用意しでください。） 





















































運輯開始前の準備と確認 


■定油面器のセット、取扱上のま意 

参初めで使巧するときやシーズン初めには、ろ側板ふたの巧から定;由面器リじット 
ボタン（ホ色）を下に巧しでください。 

就 

参リじットボタンは据巧け時やシーズン初めに操たします。ストーブ本体に強 
い衝撃をちえたり異萬びあったときな外は、特に操作する必要はありません。 
万一点义操作を灯ミ由び出すにモニタサイン圧（ I または圧,？]が表示されるよラ 
な場合は l 」 t ットボタンを巧しで<ださい。 




参 I 」じットボタンは乱暴にあったり、押したままのが態には絶対にしないでください。 
参カラーは絶巧に外さないでください。 

■送油経路の油漏れの確認 


定油面器 
リたツトボタン(ホ色) 
1」たツ 


♦ I 么ま意 '油タンク-ゴム製送ミ由管-接合部-給ミ由コックおよび機器などからなミ由漏れびない 
ことを確認の上ご使田ください。な'油び漏れでいると义災のおそれびあります。 

•ミ由漏れのあるときは使用を中止し、ミ由タンクの送;'由バルブを閉じでからお買いホめの販売店 
または、おおくのコ□ナサービス t ンターにご相談くださし、。 


■電気配線の確認 


> ミ主意電源プラヴはコン t ントに根^^までお実に差し込んでください。 

>電源コードび給が気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 


A を意 I 電源プラヴ-コードの発熱-発乂を防ぐために ••• 

•電源は必す適正配線された単ホ目1 00 V のコン t ントを使用しでくださし、。 

♦電源コードは、适中で接続したり延長コードの使用-他の電気器具とのタコ足配線をしないでくださし、。 


国使用方法い方) 

運転開始（点乂） 


操た部の自動または微か/义力切換キーで、「自動 j と「ま動"こよる固定义力運転の設定びできます。ご希望の運転ちをでご使田ください。 


〔点乂順序） 



予熱完3 





運車5ボタンを押してください 

参運転ランプび点滅します。 

♦ 

■义力調節「自動運お」の場合 
自動運転キーを巧して r 自動」にします 


設定湿度室内温度 
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♦デジタル表示部に設定温度と室内温度び表示されます。（室温の調節8ページ） 
•ルームサーモ t ンサーによる自動運転となり、設定室温に自動調節されます。 
(ルームサーモ t ンサーは、できるだけ部屋の温度をげ表できる位置に取り付けで 
<ださい。） 

参予熱び完3すると運転ランプび、点滅から点なじ変わり自動点乂し温風が化ます。 


ま動運転にしたいときは’’ • 微少/义力切換キーを押してください 


■乂力調節「手動による固定乂力運転」の場合 
微少/义力切換キーを巧して r 固定义力」にします 

参デジタル表示部に、 「 Lo 」 が表示されます。 

参予熱び完3すると自動点义し、温風が'出ます。 

♦微か/义力切換キーを巧すごとに、 [ Lo - I -2 
一3一4一 Hi 一 Lo 」 の順塞でな)りかねります。 

参ご希望の乂力じ合わせ使巧しでください。 

(义力調節9ページ） 

自動運転にしたいとさは’’-自動運転キーを巧して < ださい 



fLo 一 1 - 2- 3- 4-Hi-1 

の順番に义力び切りかわります。 


♦着义時、放電音と同時に着义音を発することびありますび、異萬ではありません。 

♦点义操作から放電(着义)まで、室温じより予熱時間びをみ変化しますび、約2かかかります。 
♦着义後、約1分で温風び出始めます。 






















































室温の調節（自動運転) 


操作部の乂力調節の自動運乾キーを押しで「自動」にすると、ルームサーモ t ンサーによる自動運転となり、設定室 
温に自動調節されます。デジタル表示部に設定室温び表示されますのでなのよラに調節しでください。 



参温度設定キ ー「+ J を押すたびに VC すつ上びります。（上限30で) 
参温度設定キ ー「一 J を押すたびに1でずつ下びります。（下限10で） 


参自動運転時に微か乂力でち室温び設定室温より上昇する場ち、設定室温より3で上昇すると自動的に消义する 
eco (エコ）運転をおすすめします。 （8 ページ eco (エコ）運転の頂を参照しでください） 

室温び設定温度より3で上昇すると消乂し、お部屋のムダな暖めすぎをおさえます。 


eco (エコ）運転 


eco (エコ）運転は、自動運転時に eco 運転キーを巧すとご希望の設定温度にのり換わり、它ーブ消义と ecotz 
ーブ運転でムダな暖めすぎをおさえ、経済的で快適な温度を保ちます。 

また、自動運転時は最大义力を70〜90%、ま動運転時は80〜90%におさえでお部屋を暖めすぎないよラに運転します。 


S 動運転時 


[設定温度20での厦合] 

•eco (エコ） 運転 •eco セー ブ運輯 


•セーブ消义 






II — ^ 22で 

2。。两义 


eco 運転キーを巧すと 
設定温度び20でじのり 
換わります 


最大义力を70〜80%に 
おさえで室内を暖房します。 


ムダな暖めすぎを}印え、快適な 
室温をおちます。 


室温び設定温度より約2で 
上昇すると;'肖义し、設定 
室温まで下びると再点义 
します。 


X 設定温度の初期設定は20でです。設定温度は、温度設定キーで10〜30でに変更でさます。 

•室温び20で末満で30分が上運転した場含は、最大义力を90%におさえで運転します。 

参室温び 20’ CU (上の場合、最大乂力を80%におさえで運転します。 

参室温び24で1^上で30分上運転した場合、（設定温度を22でしツ上に設定）最大义力を70%じおさえで運転します。 


ま動運転時 


>室温び20で上の場含、最大义力を90%におさえで運転します。 

>室温び 24’ CU (上で30分上運藍した場合、最大乂力を80%におさえで運転します。 
です） 


(义力表示は最大のまま 


■eco (エコ） 運転方法 



■ eco 江〕）運おの解除 


eco 運転キーを押してください 

♦ eco 運転ランプび点なし、 eco 運輯じ入ります。 

参ま動運転の場台は最大乂で時に eco 運転びはたらきます 


再度、 eco 運輯キーを巧してください 

参 eco ランプび消灯し 、 eco (エコ）運転を辭除します。 

♦eco (エコ）運転をお除すると eco (エコ）運転前の設定にちどります。 


•eco (エコ）運転は一度 t ットすると記憶されますので消义しでち解除されません。 
















































































































乂力調節（手動による固定乂力運転) 


室温設定による自動運転の他に、お好みの乂力で暖房するま動乂力運転び巧能です。なのよラじしでください。 


微少/义力切換キーを巧してください 



参「自動」運乾中から微か/乂力切換キーを1回巧すと、 「 Lo 」 （微か义力 )1 こなります。 
参微か/乂力枕換キーを押すことにより [ Lo-I -2-3-4- Hi - LoJ の順塞で 
义力びのりかわります。 

♦ 3 砂な上操作しないと、自動的に义力を確定します。押し続けじよるキーの受け 
巧けはおこないません。婚巧の繰返しで H から L 0 じのりかねったときは、操作 
音びピッ音からププツ音に変わります。） 



[ 正常燃焼 ] 

、 

ストーブの据巧けやお排気筒の設置条件で、 
炎はをか変化します。 


青い炎の中にかし黄色いおが混じっている 





参炎の状態は、青い炎の中にいくらかの 
黄色い炎(ホ义)び'混じつでち異萬では 
ありません。 

ノ 


運転停止（消乂) 


C 消乂順唐) 



運輯ボタンを押してください 

•運転ランプび消なします。 

参消乂をは本体内部びちま P するまで送風を継続し、約10分後に燃焼用送風機-巧流 
巧送風機び停止します。送風が止まるまで電源プラグを抜かないでください。 


♦ rA ミち 意 12曰な上家をあけるなど長期間使田しない場合は、運転か‘完をに厚 
止しでから電源プラヴをコン它ントから抜いでください。 

参緊急時]^外に、ス I -ーブじ強い衝撃をちえたり、電源プラヴを抜いでの消乂は 
しないで < ださい。 

参外出のときは、必す運転を停止(消义）しでください。 


現在時刻の調節方法 

•初めで使巧するときや、電源プラヴを巧いたときは、デジタル表示部は 
「—」び表のされます。 

♦操作部の表示切換キーを押しで「時計合せ J にします。 

現在時刻または「—：—」び表术されます。 

♦ 

参「時」•「分 J キーを押しで現巧時刻を合わせます。 

1回押すごとに「時」は1時間、「分」は1分間進みます。 

巧し続けによるキーの受け付けちおこないます。 


例：午前6時1已分に合わせる場合 


参「時 J キーを押しで"午前6 : 00" にします。 参「分」キーを押しで"午前6 :1 5" にします。 



•時刻合わせをおこない表示切換キーを巧したとき、または已砂間操作びなく自動的に表示びのり換わったときに時 
計動作を開始します。 



—な祀||» 

♦停電で時刻表示部び「-」を表示したら時刻含わせをおこなつでください。 






























































おはよ 5 タイマー運転 



タイ7—ちせ 


■おはよラタイマー時刻の含ねせかた 

現在時刻とおはようタイマー時刻び設定されでいないと、おはようタイマー 
運転はできません。 

•操作部の表示切換キーを押しで「タイマー合せ」にします。 

♦ 

• 「時 j ‘「 分 J キーを押しでタイマー点乂時刻を合わせます。 

1回巧すごとじは1時間、「分 J は5分間進みます。 

斧 

参表示の換キーを押しでください。 

これでおはようタイマー它ット時刻び記憶されました。 

デジタル表示部には現を時刻び表示されます。 


例：午前巨時30分に合わせる場台 


「時 J キーを押しで"午前6 : 0 0" にします。 


6.• 日日 ， si 


〇 


温度/時刻含せ 



1«らぶり 


「分」キーを押しで"午前6 : 3 0" じします。 


} i じ 麵 g 午前ら•みつ 



■現在時刻-おはよラタイマーセツト時刻の確認 


現在時刻の確認 


♦表示切換キーを押しで「時計合せ」に合わせます。 

10:30 


午を 


時計表示に現在時刻び表示されます。 



おはようタイマーセツト時刻の確認 


♦表示切換キーを巧しで「タイマー合せ J に合わせます。 

午前 C - on 

し,’ —Mj 時計表示にタイマー t ット時刻び表示されます。 


■午 s £_-_30〜っ_1 



■おはよラタイマー運転方法 



•運転ボタンを巧しでください。 

(運転中の場合は運転ボタンを巧す必要はありません。） 

参運転するときのご希望の室温または、义力に合わせでください。 



おはよラタイマーキーを巧して<ださい 


(7 - 8ぺージ) 


参おはようタイマーランプび緑色に点なします。 

•デジタル表示部におはようタイマー t ット時刻び表示され、おはようタイマー 
運転に入ります。約5秒をじ現在時刻表示じなります。 

参合わせた時刻になると、おはよラタイマー它ット前の状態で運転を開始します。 
/ま動义力運転中(こおはよラタイマーを它ットされた場台は、ま動义力で選が'! 
、された固定乂力で運転を開始します。 / 


■おはようタイマー運転の解除 


〈酷協するとぎは…〉 





運転ボタンを巧してください 

参おはよラタイマーランプび消なします。 

•デジタル表示部に現在時刻び表示され、タイマー運転を酷除し、消义状態じな 
ります。 


♦外出時など、留守中に燃焼を開始するよラなタイマーじットは、絶対にしないでください。 

♦おはよラタイマー運転は、おやすみ1時間運転中からち t ットできます。おやすみ1時間運乾をじ消乂し、おは 
よラタイマー時刻になると運転を開始します。 
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おやすみ 1 時間タイマー運転 



〈ミ肖义するときは…> 



■おやずみ1時間運転のしかた 

•運乾ボタンを押しでください。 

(運転中の場合は運転ボタンを押す必要はありません。） 


おやずみ1時間キーを巧して<ださい 

♦おやすみ1時間ランプが'綠色に点灯し、おやすみ1時間運転になります。 


参1時間樹こ自動消义し、同時にデジタル表示部び 「 OF 鬥になります。 

「 OFF 」 表示は運輯ボタンを押すことにより解除され、時計表示になります。 

解除するとさは••-おやすみ1時間キーを巧して < ださい 

♦おやすみ1時間ランプが'消灯し、運転を継続します。 

消乂するときは••-運転ボタンを巧してください 


参おやすみ1時間運転は、おはよラタイマー設定後に它ツトすることはできません。 


チャイルド□ック 

お寺様などによるいたすら操作の防止や、誤って運転ボタンを押しでち点乂しないよラにする機能です。 

参ス I ブび停止しでいることをお認します。 

♦ 

チャイルド□ックキーを 3 f 少な内に3回押してください 

♦チャイルド□ックびじットされ、デジタル表示部に IT -® び点灯します。 

解除するときは ••••• 

再度、チャイルド□ックキーを3秒似内に3回巧してください 

•デジタル表示部の 11-© び消灯し、チャイルド□ックび解除されます。 

参運転中はチャイルド□ックのじットはできません。 

•停止中にチャイルド□ックを t ットすると、チャイルド□ック解除]^外のすべでの操たを受け付けません。 

(運転ボタンを巧すと IT ♦表示の点滅でお知らせします。） 

•チャイルド□ック中に停電びあっでち、再通電をちチャイルド□ックを継続します。 


巧 8.3 日 In 





チャイルド□ツク表示 


使用上の注意 


本書の「特に注意しでいただきたいこと（安全のために必ずお守りください） J の他に、巧の頂目についでちミ主意し 
で < ださい。 

•ストーブの前パネル-前面ガードなどは高温です。やけどに';主意しでください。 

特にお寺さまをストーブにおつ’けないでください。 

参前面ガードを外したまま使巧しないでください。 

誤って放熱器や平面ガラスなどの高温部じふれるとやけどをします。 

•雷び発をしたとき、雷（誘暮雷）により一時的な過電圧びかかっでち、過電圧防止装置び機器を保護するしくみに 
なっでいますび、大きな雷（直擊雷など）の場台は、電寺部品を損傷するおそれびありますので、電源プラヴをコ 
ン它ントから巧いでください。 

•給が気筒トップやが気管は高温です。やけどに'ま意しでください。 




警告 I おが気筒トップ閱そく危険 

給排気筒トップの周りび雪でふさびれたままで使用しないでください。 

ふさびれでいるときは、除雪しでください。 

また、板などによる「雪囲い」は給が気の妨げになるのでおやめください。 

閉そくしでいると運転中にがガスび室内に漏れで、危険です。 

•平面ガラスには水をかけたり、衝擊をあたえたりしないでください。ガラスび割れ危険です。 

参ス I ブ前面巧巧は、ふく射熱び強いので熱に弱いちのを置いたり、敷いたりしないでください。 
変色や変形したりすることびあります。 

•シーズンオフのよラに長期間使用しないときは、コン它ントから電源プラヴを巧いでください。 








































回ま全装置 

このス I ブじは巧のよラなま全装置びついでいます。 

すべでのまを装置は、異常び取り除かれでち再度点乂操作をしなければ運転は停止したままです。 


安全装置 

巧震自動消乂装置 

表示） 


原因 • 作動結果 

参強い地震（震度約5な上）や衝撃 
を受けたとぎ 


ク 


自己診断モニタ圧リ表示 
g 動的に消义 


処置方法 

•ストーフ'の周のや給気ホース- 
が気管の外れ、 巧漏れなど異常 
びないことをお認しでから点义 
操作をしで< ださい。 


点义まを装置 
燃焼制御装置 

参フ レーム□ツド 


•点义 S スをしたとさ 
参适か消义をしたとき 
•炎び異常にルさいとき 


ク 


1 1 : I 康术 • 

圧互表示 

(途中消义） 

(不着义） 


自己診断モニタ [f G 表示または 
( E ) 表示 
白動的に消义 


>「曰常の点検.手入れ」 （14 • 1己 
ページ）をしでから点乂操作 
をしでください。 

>なおち異常びある場合は、お買 
い巧めの販売店または、おおく 
のコ□ナサービスじンターじ修 
理を依頼しで < ださい。 


停電安を装置 

表示） 


♦停電したとき 
参電源プラグび抜けたとき 

ク 


♦時計などの它ットをしでから、 
点乂操作をしでください。 

参電源プラグを確認しでください。 


通電後自己診断モニタ Lf ^ J 表示 
g 動のに消乂 


過熱防止装置 

♦まをサーモスタット80で 
♦サーモスタット 155で 


参フィルタやス I ブの前面びふ 
さびったとき 

•ス トーブの前面に障害物などび 
あるとぎ 


ク 


表示) 


. 自己診断モニタし P - り表示 
-自動的に消义 


参原因を取り除いでから点义操作 
をしで < ださい。 

サーモスタット 
びた動した場合は 、 S 
Utz ットボタンを 
押しで < ださい。 ut ットボタン 

•処置をしでち燥り返し作動すると 
ぎは、お買い巧めの販売店または、 
おおくのコ□ナサービスじンター 
に修理を依頼しでく ださい。 



不完を燃焼防止装置 

参ガス它ンサ ー 

点滅表示） 


けが気び室内に漏れ不完全燃烧防 
止装置び働いたとき 


I-II ： 


自己診断モニタ 
自動的に消义 


ニタ画 T 


点;励表 W 


連続不完全燃焼通知機能 

点滅表示） 


II 


参不完全燃焼防止装置び連続しで 
4回作動し「連続不完を燃烧通 
知機能」び働いたとき 


再点乂防止機能 

点な表示） 


I-IH 


- 白己診断モニタ〇-；« I 点滅表示 
-白動のに消义 

参さらに不完全燃焼防止装置（不 
完全燃焼通知機能）び連続しで 
3回作動し再点义防止機能び働 
いたとさ 


•部屋の換気を十分にしでくださ 
い。 

♦が気管び外れでいないか、他の 
燃焼機器の影響を受けでいない 
か石き認しでくださし、。 


^参部屋の換気を十分にしで、お買 
い巧めの販売店または、お巧く 
のコ□ナサービスじンターじ連 
絡しで < ださい。 


自己診断モニタ[7-(り1点灯表示 
白動的に消义 
再点乂できません。 
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画その他の装置 


装置の名称 


原因-作動結果 


処置方法 


排気管巧け検知装置 

表示） 


•が気管の接続部び外れたとき 

参が気管巧け検知用リード線が'外 
れたり、断線したとき 


参給が気筒およびが気管の接続部 
じ、外れ-ゆるみびないか確認 
しでください。 

参が気管抜け検知用リード線のゆ 
るみまたは、外れ- fc りれびない 
か確認しでください。 

おが気筒 


ク 


自己診断モニタ店直]表示 
ス I -ーブの運転を停止 



燃焼用送風機異常検出装置 

表示） 


参回転数び異萬にほ下したとき 

ク 


参お買い求めの販売店または、お 
おくのコ□ナサービス t ンター 
に修理を依頼 しでください。 


自己診断モニタにを J 表示 
ス I ブの運転を停止 


>回転数び巽萬にほ下したとき 


巧流用送風機異常検出装置 

表示） 


ク 


参お買い求めの販売店または、お 
おくのコ□ナサービス它ンター 
に修理を依頼しでく ださい。 


自己診邸モニタにぶ表示 
ストーブの運転を停止 


過電流防止装置 

(表示部を消な） 


>巧部配線のショートじより過電 
流び流れたとき 


ク 


参お買いホめの販売店または、お 
おくのコ□ナサービス t ンター 
に修理を依頼しでく ださい。 


電流ヒューズび切れ、すべでの 
運転を停止 


異常温度検知装置 

参機巧サー=スタ 

表示） 


>フィルタやストーブの前面びふ 
さびったとき 

>ス I — ブの前面に障害物などび 
あるとぎ 

ク 

自己診断モニタ臣图表示 
自動的に消义 


参原因を取り除いでから点乂操作 
をしでください。 


ドぶおちにな J 表示び出る場合は、 
サーモスタツトのリ t ツトボタ 
ンを押しでください。り2ぺージ） 

>処置をしでち繰り返し作動するときは、お買 
いずめの販売店または、おをくのコ□ナサー 
ビスじンターに修理を巧頼しでください 。 J 


参燃焼中に厚電したとき、再通電直を（に己]表示)点乂操巧をすると11引表示び化ることびありますび、これはス 
I ''ーブの温度び一時的に上昇するためで、異萬ではありません。4〜5分冷却した後に、点义操1 乍をしでください。 
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画曰常の点検•手入れ 

点検-手入れのときの注意 

点検-ま入れは消义を、ストーブび十分ちえでから、必す電源プラグをコン它ントから巧いでおこなつでください。 

个 •電気部品の分曲や市販品との交換は絶巧にしないでください。 

I 一 '…、 I 参 燃焼部の分解は絶巧にしないでください。 

点 検-手入れ の必要項 目、時期、方法 

■周囲の可燃物（使用ごと） 

♦ 「么ミま意| ス|ブの固囲は、常に整理•掃除し、燃えやすいちのを置かないでください。 

■ほこり（使用ごと） 

参ス I ブにほこりび巧いたげ態で運転しないでください。 

参ス I ブ外観のほこりやちれは、乾いたやわらかい巧などできれいにふきとつでください。 

シンナー-アルコール-ベンジンなどは使巧しないでください。 

■油漏れ-油のたまり-油のにじみ（使用ごと） 

•置台.ミ由タンクにミ由漏れ.ミ由のたまりやミ由のじじみびないか、点検しでください。 

また、給巧の際にこぼれたなミ由はよくふきとつでください。 

CS5P 

参ミ由漏れびある揚合は、お買い巧めの販売店または、お巧くのコ□ナサービス它ンターに修理を依頼しでください。 


■ゴム製送油管の点検-交換の目安（シーズンの初め） 

参 [么ま意 I' 油タンクやゴム製送'油管-接台部-給ミ由コックおよび機器などからのな'油漏れびないことを捐認の上 
_ ご使庙< ださい。 

•ゴム製送';由管は、屋列■で使巧しないでください。屋外での使用は禁止されでいます。 

参コ''ム製送ミ由管は、経年変化しますのでまでルし巧げ、ひび割れびないか点検し、ひび割れびあるとぎは交換 
しでください。交換の目まは、3年に1度です。交換はお買い求めの販売店または、おをくのコ□ナサービス 
它ンターにの頼しでください。 


■油タンク（シーズンの初め、適時） 

参ミ由タンク巧に水やごみびたまつでいないか点検しでください。 

ミ由タンク内の水抜きおよび掃除は、巧タンク付属の取扱説巧書に従っておこなってください。 


■給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検（使用ごと） 

• 0^ 警告 I 給排気筒（管■ホース）び夕'^れたまま使用しないでください。がれでいると運転かに排気ガスび漏れで 

危険です。 

♦ 0^ 警告 I 積雪びをいときには、給が気筒トツプの周りび雪でふさびれでいないことを確認しでください。ふさびれ 

でいるときは、除雪しでください。間そくしでいると、運お中に排気ガスび室内に漏れで危険です。 

♦給が気筒およびトップの周囲に障害物び置かれでいないか、ときどき点検しでください。 

障害物び置いである場合は、移動しでください。 

■給排気筒接続部のゆるみおよびトツプの周囲の点検 （ 1シーズン1〜2回） 


参給が気筒びつまると、不完全燃焼をおこします。 ぉ 

シーズン初めには必す点検し、くもび巣をつくったり異物び入ったりしでいるときは、 

必す掃除しでください。 

•給が気筒および、が気管の接続部び外れたり、排気冒巧けお知リード線び外れたり、 

断線しでいないか点検しでください。 

•給が急筒を一度取り列しで、再び取り巧けるときは、が気管の接続部内部にはめこんで 
ある0 IJ ングび破損しでいないか確力、めでください。 

破損しでいた場合は、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに交換を依頼しでください。 
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■定油面器のストレーナの掃除（適時） 貧員いホめの販売ちまたは、施くの□ナサ-ビス t ン》-口嫌にくださし、。） 
♦定巧面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいます。ごみびたまるとな;由の流れをさまたげで不着乂や 
途中消乂の原因となります。なのよラに掃除しでください。 




♦ミ由タンクの送ミ由ノリしブを閱じでください。 



参ストレーナの掃除□に八ガキなどの屋紙を差し込んで、ミ由ガイドを作 
り、その下に客器を置いでストレーナの止めねじをゆるめで外しでく 
ださい。 

定油面器の;ちれた灯油やごみびを部流れ化ます。 



♦ストレーナを取り化しできれいな灯';由の中ですすぎ;先いをしでくだ 
さい。（水で洗わないでください。） 

■巧刷— 

組み立てるときは 

参ストレーナコムパッキンを忘れないようにしでください。 

•ストレーナを逆に入れないでください。また、底部(黒色)び必す 
を横になるよラに取りなけで<ださい。 

♦ストレーナの止めねじを固く締め付けでください。 

参ミ由漏れびないかお認しでください。 


■フイルタの掃除（週に1回む上） 

♦対流巧送風機のフイルタびごみやほこりで目ブまりすると送風力び弱くなりが気温度上昇やス I ブの表面温 
度び上昇する原因じなります。[過熱防止装置(ま全サーモスタット-サーモスタット)または機内サーミスタ 
の働きで運転び停止する場含びあります。] 

巧のよラにス I ブ裏面のフイルタの掃除をおこなつでください。 




参を図の矢 E りのよラにフィルタを上に引き化し、ス I -ーブ裏面からおり 
外しでくださし、。 

畢 

参フィルタに付着したほこりを掃除機で吸い取つでください。 

畢 

•掃除びおわつたら、ちとどおりじ取りなけでください。 


[么ミち意 I フイルタをがしたまま運転しないでください。 

フイルタをがした状態で運転すると、カーテンなどを卷きこんで乂 
災じなるおそれびあります。またまなどをふれるとけびをするおそ 
れがあります。 


■地震などの災害が発生したときの点検 

参地震などの災害び発生し、ス I -ーブにお動や衝撃び如わったときは、運転前に必ず巧の点検をおこなっでください。 

-給が気筒まわりのがれ、漏れの確認 
-な'庙配置からの漏れ確認 

点検で異常び見つかった場合は、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに修理を依頼しでく 
ださし、。 

■給気ホース-排気管の点検（シーズンの初め-適時） 

•給気ホース•が気管の接続部び外れでいないか点検しでください。 

•給気ホースび排気管じあたっでいないか点検しでください。 
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回定期点巧 


長期間ご使巧になりますと、ス I ''ーブの点検び必要です。 

2シーズンに^回程度、シーズン終3後などに点検を実施しでください。点検のごホ目談は、お買い求めの 
販売店または、おおくのコ□ナサービス亡ンターちしくは修理資格着〔(財)曰本扫ミぁ燃焼機器保守協ミ 
(TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習ミ修3者(石ミ由機器技術管理±)など〕のいる店までお 
問い合わせくださし、。 


愛情点検 

I 長年ご使用の密閉式石油ストーブの点検をぜひ！ 

の 

こんな症状は 
ありませんか 

•ミ由ちれびする。 

参強いにおいびする。 

参運転かに異常な言びする。 

参その他の異常や故障びある。 


ご使用中止 


巧障や事故の防止のため必すお買い 
ホめの販売店または、お巧くのコ□ナ 
サービス t ンターにご連絡ください。 
点検-修理についでのご費用など詳 
しいことはお買い巧めの販売店また 
は、おおくのコ□ナサービスじンター 
にご相談く ださい。 
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画な障-異常の見分け方と処置方法 


■次のような現象は故障ではありません 

修理をの頼される前にちラー度お確かめください。 


f 現象 

説明 ^ 

点 

乂 

時 

消 

乂 

時 

\ 

初めで使巧するとさやシーズンの初めに煙 
やにおいび化る。 

耐熱塗料やほこりび焼けるためです。 

しばら<窓をあけで換気をしでください。 

すぐに点乂しない。 

予熱点乂ちすのため予熱時間び2分程度必要です。 

(予熱時間は室温により多か変化します。） 

燃焼開始時や消义樹こ「ピチピチ」や「カン 
カン」といラ音びする。 

本体内部び熱により膨張、収縮するためです。 

点乂時に「ポン」と音びする。 

点义するときに発をする着乂音で、異常ではありません 。 y 


■使用中に異常がありました5、次表により原因を調べて処置をしてください 


原因がわからないときや、処置びむずかしいときは、 
ビスじンターにご連絡ください。 


お買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナサー 
X デジタル表示部に自己診断モニタび表示されます。 


現 象 

原 因 

中 

消 

乂 

¥ 

乂 

し 

な 

い 

E 3 

す 

置震 
作自 
動動 
消 
乂 

も 1 
動熱 
防 
止 
装 
置 

f 弓 

iB 

置気 
作管 
動抜 
け 
検 
知 

EE 

停 

電 

巧 

i 

似 

乂 

お 

横 

出 

ED 

震鸟 

常1 

J 

P 1 

巧 

ツ 

卜 

チ 

執 

禾 

足 

P 合 

巧 

ツ 

卜 
こ曰 
/血 

度 

低 

下 

HE 

急 

置 几 

横を 
知臟 
部烧 
異防 
萬止 
- • 

nn 

点 M 

品 

止完 
装を 
置燃 
作焼 
動 

、 — , 

電源プラヴをコンじントに差し込んでいない 













強い地震びあった。または、ストーブに衝撃をちえた 



• 










送ミ由バルブが閉まっている 

参 

• 











定ミを面器の安全装置が作動しでいる 

参 

• 











コ”ム製送ミ由管に空気だまりびある 

• 

参 











定ミち面器に水、ごみが'入っている 

• 

• 











給が気筒の設置び薑準通りでない。排気管び長すぎる 













巧流用送風磯のフィルタにほこりが'たまった 




• 




• 





給排気筒の工事び不適当なため排気ガスを吸い込んでいる 

• 












ルームサーモ t ンサーの取巧け位置び悪い 













ミを漏れびある 













給排気筒接続部び外れでいる。 

排気管拖け検知巧 I 」ード線端子接続部げゆるんでいる 





参 








フレーム□ッドにすすび多量に巧着した 

• 






参 






停電びあった （ ff 表示） 






• 







給排気筒トップ先端びおおわれでいる 

• 

参 











電源電圧 （ AC 100 V ) び低くなっでいる 









参 

参 



固定义で運転になっでいる 













不完全燃焼防止装置び故障しでいる 











• 


室のに排気ガスび漏れた 

V 











• 

• 

ノ 
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f 現象 

説明 ^ 

燃 

焼 

時 

そ 

の 

他 

\ 

青おのかに黄色い炎(ホ乂)び混じる。 

炎の一部び揺らぐ。 

異萬ではありません。 

給が気筒の先端から連続のに白煙び化る。 

外気温びほくなると、が気ガス中にふくまれでいる水襄気び白く見 
えるためで、異常燃烧による白煙ではありません。 

なミちぎれの際に一瞬おび大きくなつで;'肖义する。 

異萬ではありません。 

停電したときの再通電直後（£頁表示） 
点乂操 1 乍をすると、£图表示び化ること 
びある。 

停電によりストーブの温度び一時的に上昇するためで、異常で 
はありません。 4 〜己分;ち却した後に、点乂操作しでください。 

「カチカチ」音びする 

電磁ポンプの運乾音で、異常ではありません。 

ガラス円筒び白くなる。 

なミ由かの成分びガラス円筒に付着するためです。異常ではありません 。 J 


f りり 

点ミ廊 

ij 

知続 
磯ミ 
能 g 

想葬 
動細 

、 — ィ 

HH 

点灯 

能点 
作乂 
動防 

止 

N — ' 

方 

フ 

ス 

円 

筒 

が 

す 

す 

け 

る 

3 ：r 

看 

た 

で 

で 

燃 

之 

る 

な 

油 

の 

に 

お 

い 

び 

ず 

る 

爆 

発 

的 

な 

燃 

焼 

を 

ず 

る 

雨 

巧 

源 

が 

入 

ら 

な 

い 

大室 
さ温 
くが 
な低 
らい 
なの 
いじ 
乂 
が 

炎 

び 

み 

を 

< 

な 

ら 

な 

い 

里 

煙 

を 

出 

し 

で 

燃 

之 

る 

A 

処置方法 







• 




コン t ントに確実に差し込む 











ストーブの周巧や給気ホース-排気管の外れ、'逆漏れなどの 
貫萬がないことを確認しでから点乂操作をする 











送ミ由バルブを開く 











定ミち面器リじットボタンを押す 











燃料切れのミち意と空気抜きちま （6 ページ）を参照しで空気振さをする 









• 


お買い求めの販売店または、おおくの〕□ナサ-ビス t ンタ -( こ修理を依賴する 



参 







• 

お買い求めの販売店または、おおくの〕□ナサ-ビス它ンタ - I こ修理を誦する 











フィルタのほこりを掃陈機などで掃除する 



• 

参 

• 

• 




• 

お買い求めの SS 端または、ち近くの]日ナサ-ビス 1 Z ンタ - I こ麵を龍する 








参 



適正な位置に取り巧け直ず 





• 






お買い求めの販売店または、おおくの〕□ナサ-ビスじンタ - I こ修理を依賴する 





• 






お買い求めの販売店または、おちくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 











お買い求めの販売ちまたは、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 











設定室温、時刻などをじットしでから点火操作をする 



参 

• 






• 

おおつでいるちのを取り陆く 











IA を意 I 「電源の接続 J (2 ページ）の内客を点巧する 








参 



白動運転に祝り換える 











お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 

• 

V 

参 









直ちに部屋の撰気をする。「不完全燃焼防止装置」 （12 
ページ）の内客を点横する . 
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自己 診断 モニタ_ 

ス I -— ブじトラブルび発ちすると、トラブル箇所びデジタル表示部に記号表示(自己診断モニタ)されます。 

この場含は記号表示の内容を、ス I -ーブろ側面に巧刷された自己診断モニター覧表、または「故障■異萬の見分けち 
と処置ち法」 （17 -18ページ)をご覧の上、必要な処置をしでください。 


〈自己診断モニター覧表〉 


广表 示 

原 因 

解除方法 ^ 


C 1 

し 1 


途 中 消 乂 

運転ボタンを巧し 
でください。 


E? 


不着 乂 


り 


巧震自動消乂装置作動 


EH 


過熱防止装置作動 


P 二, 


排気管抜け検知装置作動 


CC 

しし, 


ルームサーモ断線 


CC 

しし 


に 帝 

1で 巧 


rn 

CO 


疑似 乂炎検出 


CO 

し M 


燃焼用送風機異常検出 


El ： 


ルームサーモ短絡 


Ed 


巧流用送風機異常検出 


CC 

し 1 


空気サーミスタ温度異常 


cn 

しし, 


機内サーミスタ温度異常 


p j 


ポット予熱不足 

電源プフヴを抜き、 
再び入れ直しでく 
ださい。 


が 


ポット温度低下 


n n 
rj 


ポット異常過熱 


oc 

1 j 


薑板 不良 


HE 


不完全燃焼防止装置検知部異常 

運輯ボタンを 
押しで < ださい。 


H, 

E 点滅 


不完全燃焼防止装置作動 


HH 点滅 


連続不完全燃焼通が機能作動 

\ 

HH 点灯 


再点乂防止機能作動 

辭除できません。直ちに部屋の換気を十分に 
しで、お買い求めの販売店または、おおくの 
コ□ナサービス它ンターじ連絡しでください。/ 


— な贿 in— 


参販売店または、おおくのコ□ナサービス它ンターに連絕しでいただく際は、表示しでいる自己診断モニタもお知らせください。 
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团部品交換のしかた 

■部品交換のとさのま意 

ごま貴 不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整か'必要な場合には、お買い巧めの販売店または、 
おおくのコ□ナサービス它ンターちしくは修理資格若〔(な)曰本百ミ由燃焼機器な守協ミでおこなラ技術管理講習ミ修 
了者 (5'; 由機器技術管理±)など〕のいる販売店にご相談ください。 

なお巧巧は コ I □ナが GIEgR 品とご指定ください。 

消耗•'を化 U やすし、部品（交換び必墨を部口号 L I 


I " 頂目 

巧容 ] 

使用期間により交換び必 
要な部品 

バーナヘッド-バーナヘッドリング-スクルトン-電極(点乂プラグ） 

フレー厶□ッド-万ラス円筒 • 备種パッキン-排気管接続用0リンブ ( P 40 4種 D ) 

環境により努化しやすい 
部品 

給が気筒系部品-プリント配線板-燃焼用送風機-コ''ム製送;由管 
巧流巧送風機-ガス它ンサー 

変質-不純な油の使用に 
より劣化しやすい部品 

気化筒-電磁ポンプ-定ミあ面器-フレーム□ッド 

J 


M 呆管（長期巧使用しない場合） 

シーズン終3時などの長期間使巧しないときは、曰常の点検-ま入れの頂を参照し、巧の要領で保管しでください。 

1•電源プラグをコン它ントから巧いてください。 

• I A を意 I 長期間使巧しないときは、電源プラヴを巧いでください。 

2.巧タンクの送なバルブを閉じてください。 

3•フイルタの掃除をしでください。 り5ペ-ジ） 

4•定'ぶ面器巧の巧巧をすべで巧き取っでください。 り5ペ-ジ） 

5. 本体のごみやほこりを取ってください。 

•掃除機などでごみやほこりを巧り除いでください。 

6. 本化をしめらせた巧でちれを落としてから、からぶきしてください。 

7•ストーブは据がけたまま保管して < ださい。 

•温風吹出□や背面のフイルタにほこりなどびたまらないよラカバーなどをかけでください。 

♦どラしでち取り別しでな管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しじしないよラおしまいく 
ださい。 

•巧シーズンに据巧けるとさには、必ずお買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターじの頼 
しでください。 


♦取扱説巧書は大切に保管しで < ださい。 
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FF-GX5511M 虐本型す FF-GX5510M) FF-GX4211M 语本型す FF-GX4210M) 


気化す-屋内用-強制給排気お-強制な流: 


電気点乂す 


なミ由 （ J に]号灯油） 



標準適室 


温暖地 


地 



電源電圧及び周波数 


定 


待機時消費電力 


給排気筒の型式の呼び 


給排気筒の呼び径 


給排気筒の壁實通部の孔径 


排 気温 度 


電 


6.：36 kW 
(0.618 L / h ) 

2.26 kW 

(0.220 L / h ) 

4.87 kW 
の. 473 L / h ) 

2.26 kW 

(0.220 L / h ) 

22,890 kJ/h 

8,150 kJ/h 

17,520 kJ/h 

8,150 kJ/h 

5.47 kW 

1.98 kW 

4.19 kW 

1.98 kW 

86.0% 

87 .已 ％ 

86.0% 

87 .已 ％ 

木 造 23. 0の2 (14 置)まで 

コンクリート31.5の2 (19 置)まで 

木 造18.0 m 2 (11 置)まで 

コンクリート25.日 m 2 (15 置)まで 

木 造 23. 0の2 (14 置)まで 

コンクリート38.日 m 2 に3置)まで 

木 造18.0 m 2 (1 1置)まで 

コンクリート29.5の2 (18 置)まで 

高さ600 mm 幅 466 mm 

奥行 238 mm (置台を含む） 

20 kg 

10 OV 

50/60 HZ 


最大消費電力(点乂時） 860/860 W 
燃焼時消費電力 24/2己 W 

最大消費電力(点乂時） 860/860 W 
燃焼時消費電力 18.5/20 W 


QU 40-4 


D 40 


065 mm ~ 075 mm 


260でじ(下 


15 A 


巧震白動消乂装置-点乂安全装置-燃焼制御装置 
不完全燃焼防止装置-停電安全装置-過熱防止装置 


過電流防止装置-が気管抜けお知装置-異常温度検知装置 
燃焼巧送風機異常検出装置-対流巧送風機異常検出装置 


給が気筒トップ1個’スリーブ^個•遮熱板1個’ふたカバー1個’本体固定金具2個 
ゴム製送な管締巧バンド2個’取あ説明書•工事説明書•所有者票•ねじ2個 . 


標準適室は、社団法人-曰本ガス石'油機器工業合の質定基準によります。 




























































プリント配線板端子配置図 



画アフターサービス 

B 保証について 

•このコ□ナ密閉す石ミ由ス I ブには保証書び巧いでいます。 

保証書は、必す「お買いあげ曰、販売店名 J などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け取りになり、大切に 
保管しでください。 

参な証期間はお買いあげいただいた曰から1ホ間（本体）です。（燃焼部分は3を間） 

参巧のよラな原因による故障および事故じつきましでは、な記の巧まじなりませんので';主意しでください。 

•変質な;由や不純な巧など、またな巧ながの燃料使届による故障や事故。 

•誤った使巧ちまによる®障や事故。 

■修理を依頼されるとを 

♦「故障•異常の見分けちと処置ちま」 （17 -18ページ)の頂に従ってお調べください。直らないときは、ご使巧を中止 
し、必す電源プラヴを抜いでから、お買いホめの販売店または、おおくのコ□ナサービス它ンターにご連総ください。 
♦ご連絡いただきたい内容は巧の通りです。 

①品名 ②型君:の呼び⑤お買い上げ曰④故障状;兄（できるだけ具体のに）⑥ご住所-ご氏名.お電話塞号 
参修理に際しでは、保証書をご提示ください。な障期間かであればな証書の規定に従って巧料修理させでいただきま 
す。 

♦な証期間び過ぎでいるときは、修理すれば使苗できる製品についでは、ご希望により有料で修理いたします。 

•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買いホめの販売店または、おおくのコ□ナサービス亡ンターにお問い合わ 
せください。 

■保証期間が過ざているとをは 

•お買い巧めの販売店または、お巧くのコ□ナサービス亡ンターにご相談ください。修理によって使巧できる製品についで 
はお客様のご要望により有将修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

•6 巧ストーブの浦修吊性能部品（機能を組持するために必要な部品）のな有期間は製造なちのり後7をです。 

■修理に出されると走は 

•輸送時や運搬時に定ミ由面器巧にななび残ったままですと、傾きやお動でなミ由びこぼれることびありますので、必すおき取っ 
でください。 
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国据付け • あ設 


据付け-移設工事は販 売店に依 頼する 

据巧けや移設工事は販売店または据巧業者に依頼し、お客様ご自身ではおこなわないでください。 

据付け場所の選定及び標準据付け例 

据巧けじついでは、乂が予防ま例、電気設備に関する技術昼準などるちの皇準びあります。工事説明書の「特にを意 
しでいただきたいこと（ま全のために必すお守りください）」をお読みになり、販売店または据巧業者とよくごす目談 
しでください。また、「標準据付け例」じついでは、下図を参照しでください。 


■標準据付け例 

ス I -ーブの据付けは下図を満足させる位置に取り付けでください。 


-可燃物< 




巧燃巧!*’ 


© 


45cm 
む上 


45 抓 


•.ソ可燃物’--.—.’-•.'たこ 


参テレビやラジオから1 m じ(上離しでください。 

♦側ち障害物は、両側にあつでちよいが給が気筒と障害物、可燃物との距離は 45 cm な上とつでください。 

参前ちに巧や建物びある場合は給が気筒先端と前ち障害物との距離は 60 cm な上離し、かつ上ちおよび両側ちに気 
流を阻止する障害物びないよラじしでください。 

♦給が気筒下面は地面から 20 cmU (上離すよラにしでください。なお積雪地域では、給が気筒先端び雪でふさがれ 
るおそれのない高さをおなしでください。 


[マントルピースなどに設置する場合のストーブ周囲寸法] 


，可燃物 I 




ストーブ前面び壁面より 
内側に入らないこと 


※印ので法は、防乂性能評定 
委員舍により近接認定され 
たちのです。 


給排気筒を延長する場合の注意 

•給が急筒を延長する場合は、 3 m 3 曲びりな下で取り付けられる場所を選定しでください。 

積雪地区におけるま意_ 

♦積雪の多い地ちでは、積雪時に給が気筒び雪でふさびれないよラな取は場所を還定しでください。 

また、風びよどむよラな場所では、排気ガスを再度吸い込んで不完を燃焼を起こすことびあります。 

据付け後の確認 

据はけび終わりましたら、ちラー度、工事説明書の「特にま意しでいただきたいこと（安全のためじ必ずお守りくだ 
さい）」をお読みになり、工事説日月書に記載されでいるとおり据巧けられでいるかどラかを確認しでください。 
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中/むにちわせでください 


■遮熱板の取付け方法 

1. 前面ガードを取り外します。 

図の A 部を持ち上げでから手前に引くよラにし 
で前面ガードを外しでくださし、。 

2. 超熱板を取はけます。 

取り付ける□ッドの位置（下から6本目と8本 
目）と中似をお認し、□ッドをかし巧しなびら 
歴熱板をはめ込みます。 

ほラろラ加工を痛めますので、□ッドの巧し過 
ぎじミ主意しでください。 

3. 前面ガードを取り付けます。 

外した時とは逆の手順で、□ッド上側から差し 
込み、持ち上げで下側を差し込みます。 


參位置を間違えますと、遮熱の効果び得られません。正しく取り付けでください。 

試運転 試運転は販売店または据巧業者とご一緒に必すおこなつでください。_ 

■運車を宰備 1.ミをタンクに給ミ由し、送逆経路の空気巧きをしでください。（空気巧きのちま6ページ） 

2. 送';由経路やストーブより巧漏れびないか確認しでください。 

3. 定ミち面器を t ットしでください。（定ミ由面器の t ット7ページ） 

4. 


I 運お(点义) 


■停止(消乂) 


A ミち意)電源プラヴはコン它ントに根元までお実に差し込んでください。 

運輯ボタンを巧してください 

•運転ランプび点滅します。 

参約2分樹こ点义し、運転ランプび点なにかわります。 
♦点义後、約1分で温風び化始めます。 


参異常びなければ微か/乂力切換運転キーで、自動運転から手動による固定义 
力運乾にし、义力調節を rio^l ^2^3^4^ HiJ に設定しでください。 
(各乂力で1分]^上お認しでください。） 


炎の状態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎(ホ义)び混じつでち異常では 
ありません。 


参炎のお認び終3したら、自動運転キーで自動運転に戻しでください。 





運転ボタンを巧してください 

参運転ランプび消灯します。 

♦消义後は本体内部び冷却するまで送風を継続し、約10分をに燃烧用送風 
6 の \ X 磯•巧流巧送風機び停止します。 

参長期間の保管を、再び設置する場合ち「試運藍」のま順に従い、試運転をおこなつでください。 


ネ刀めでお使いになるときのを意 


参初めでお使いになるときは、耐熱蜜料などび焼きはくまで煙と臭いび化ます。このよラな場合、お部屋の窓（給肖商筒トップ取り 
巧け場所より離れた巧）をルし開け、半曰から一曰程度 「Hi」 乂力運転をしてください。また、ル鳥やル動物などに影響する場合 
び考えられますので、この間は部屋に入れないでください。 


遮熱板の取付方法 


•遐熱板はス I -ーブ前面の巧面の温度上昇を防ぐちのです。 

長時間ス I -ーブを使巧すると、熱に弱いカーぺツトや巧び変色したりそり返ることびあります。 
床面の温度上昇び気になる場合、超熱板を前面ガードに取巧けでください。 


I / ® 

下から8本目下から6本目 
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MEMO 


MEMO 


北海道地区 


東北地区 


関東地区 


仙台巿富城野区日ノあの 1-7-32 
仙台市富城野区日ノおの 1-7-31 
郡山市書田 1-51-9 
山お市東青田 3-6-28 
酒巧巿錦の 1-183-1 


東京都化区豊島 8-4-8 
東京都化区豊島 8-4-S 
東京都化区豊島 8-4-8 
立川巿高松の 1-22-3 
松戸市高塚新坦 95-5 
横お巿戸塚区原盾 4T 目 7-1 3 
山梨県中巨摩郡昭和の西桑2491 -2 
さいたま巿北区客原の 1-674-2 
さいたま巿北区客原町 1-674-2 
高崎市問屋お西 1-3-22 
ぎ都冨市築顯の2313 
太田市高林東の2375 
が戸市ち原町 653-2 
つくば巧谷田部 6788-1 9 


東海地区 


近畿* 
四国地区 


中国地区 


九州地区 


各古屋市熱田区桜田の 16-11 
各古屋巿熱田区桜田の 16-11 
爵岡市駿ミ可区高检 2-15-30 
岐阜市巧桑南 2-7-8 
ま巿富茶屋 3-29-38 
沼津市西巧路 888-1 


〒456-0004 TEL の 52)746-6600( げ表） 
干4己 6-0004 TEL の 52)746-6603( げ表） 
干 422-8034 TEL(054)238-0005( げ表） 

干500 -8358 TEU058)268-7555( 巧表） 

〒5 14-081 9 TEU059)234-8471( げ表） 

千41 0-0303 TEL(0 日日) 968-62 10(げ表） 


FAX の 52)884-6551 
FAX(052)884-6554 
FAX(054)238-0006 
FAX(058)268-7550 
FAX(059)234-8472 
FAX(055)968-6212 


吹田巿南を田 1-8-47 〒564-0044 

の田巿南を田 1-8-47 〒564-0044 

富松巿ち里の1 -8-5 〒760-0078 

京都巿伏見区竹田段ノリI原の 70- 1 〒61 2-8414 

巧戸巿西区枝吉5-132 〒651 -2 133 

彥根巿正法寺の南お78 〒522-0024 

福知山市爲巧東の68 〒620-0061 

広島市安佐南区?氏園 3-27-20 で731 -01 38 

広島市安佐南区巧園 3-27-20 〒731 -0 138 

岡山巿化区辰己 35-1 03 〒700 -0976 

米子市目ス美の 235-1 〒683-0035 

固南巿徳山字ーノ井手5631 -4 〒 745-0882 


TEU06)6380-2111( げ表） 
TE しの 6)6386-5670 (代表） 
TEU087)835-171 1(代表） 
TEU075)643-2002 (代表） 
TE しの 78)922-2431( げ表） 
TE しの 749)24-6239 (代表） 
TE しの 773)22-0827( げ表） 

TEL (日 82)871 -3310(化表） 
TEU082)871-3315( げ表） 
TE しの 86)243-7751( げ表） 
TEU0859)33-8157( げ表） 
TE しの 834)22-5567( げ表） 


FAX の 6)6386 — 7262 
FAX の 6)6386-5588 
FAX の 87)835-0160 
FAX の 75)643-0870 
FAX(078)922-2438 
FAX(0749)26-21 16 
FAX(0773)23-7592 

FAX の 82)871-3306 
FAX の 82)871-0272 
FAX の 86)243-7191 
FAX の 859)23-0709 
FAX の 834)22-5589 


ホし幌巿白扫区平和适 16 了目南 1-19 干003 -0028 

ホし幌巿白石区米里3条2了目 6-25 〒〇 03-0873 

函館巿西悟梗の21-2 〒〇 41-0824 

怕川巿東怕川南1条2 了目2-日 干 078-8261 

帯広巿西18祭北1了目1 7-1 〒〇 80-0048 

訓路巿巧園町 4-1 7 〒〇8日-0038 

化見巿美ち ffl 了 9-1-30 〒〇 90-0064 


TEUO 11 )864-0440( げ表） 
TE しの 1 1)879-21 21(げ表） 
TE しの1 38)48-6070( げ表） 
TE しの 166)37-2330( げ表） 
TE しの 155)35-75 18(げ表） 
TE しの 154)24-4191( げ表） 
TEU0157)26-2103( げ表） 


FAX の1 1)863-3154 
FAX(011)871-2400 
FAX の 138)48-6080 
FAX の 166)37-2338 
FAX の 155)35-7510 
FAX の 154)24-0451 
FAX の 157)26-2107 


FAX(092)474-5775 
FAX(092)474-6414 
FAX(093) 己 92-8666 
FAX(099)281-1252 
FAX(096)369-6323 
FAX(09 日) 882-7767 
FAX の 985)25-0685 
FAX の 97) 己 23 -日 162 


福岡市博ぎ区秉な恵 2-2-40 〒81 2-0007 

福岡巿博を区東比悪 2-2-40 〒81 2-0007 

が九州巿ル詹北区愛若 2-6-4 〒803-0828 

鹿巧島市田上 7-16-5 〒890-0034 

熊本市尾ノ上 1-11-12 〒862-0913 

長崎県西彼巧郡時津のち底郷お坦 74- 1〒851 -2 106 
宮崎市霧島 3-59-2 〒880-0032 

大分巿兰化 1 -19-7 〒870-0108 


〒〇 30-0946 TEL(01 7)742-8255( 巧表） 
〒〇 30-0946 TEUOl 7)743-2971( げ表） 
干01 0-091 7 TEL(018)864 -己671 ( 巧表） 
干010 -0802 下51_(018)864-已219(巧表） 

干031 -0073 TEL(01 78)24 -已289(巧表） 
〒〇 31-0073 TEL(01 78)47-6609( 巧表） 
〒〇 36-8086 TEUOl 72)28-391 0(げ表） 
〒〇 36-8086 TEL(01 72)26—4770(1 ザ表） 
〒〇 20-0823 TEUOl 9)622-4791( げ表） 
〒〇 20-0823 TEL の1 9)604-0281( げ表） 
干 023- 0002 T 巨1_の197)22-4155(げ表） 

干 983-0035 下巨1_の22)23日-3181(げ表） 

〒983-0035 TEL(022)783-1791 (代表） 
〒963-8033 TEL(024)938-2240 (代表） 

〒990-2423 TEL(023)642-3255( 巧表） 
〒998-0103 TEL の 234)31 -0571( げ表） 


FAX の 17)742-8275 
FAX の 17)743-1 118 
FAX の 18)864-8468 
FAX の 18)864-5760 
FAX の 178)45-4290 
FAX(01 78)71-1344 
FAX(01 72)28-01 91 
FAX(01 72)29-1 133 
FAX(019)622 -己244 
FAX(019)604-0283 
FAX(0197)22-4452 

FAX(022)236-8810 
FAX(022)783-1792 
FAX(024)938-3021 
FAX(023) 目 42-3254 
FAX(0234)31 -0581 


干 114-0003 TEL(03)3927-1151 (代表） 

干 114-0003 TEL(03)3911-1131( 化勒 

干 114-0003 TEL(03)3927-11 52(代表） 

干 190-001 1 TEL の 42) 日 1 9-5271( 化勒 
干 270- 2222 TEU047)31 2-8330( げ表） 

干 245-0063 TEU045)852-4008( げ勒 

干 409-3866 TEL(055)268-1 567(げ表） 

干 331-0812 TEU048)651-1722( 化勒 

干 331-081 2 TEU048)651- 1231(代表） 

干 370 -0007 TEL(027)361 -4806(化表） 

干 321- 0933 TEU028)632-5105( げ表） 

干 373-0825 TEU0276)38-6571( 化勒 

干 31 0-0852 TEL(029)241-21 72(げ表） 

干 305 -0861 TEU029)839-5325( 化表） 


FAX の 3)3927-1 160 
FAX の 3)3927-1 130 
FAX の 3)3927-1 160 
FAX の 42)528-2382 
FAX の475312 -8338 
FAX の 45)852-5540 
FAX の555268 -1569 
FAX の 48) 日51 -6370 
FAX の485651 -6370 
FAX の 27)361-9139 
FAX の285632 -5205 
FAX の 276)38-5508 
FAX の 29)241-4268 
FAX の 29)836-1913 


沖縄地区 


ミ中縄営業所宜野湾市宇地泊738 

シ-サイド. パー ク102 


干901 -2227 TEU098)897-5677( 代表） FAX(098)897-5679 


07129002 


本な•工場兰を巿東新保 7-7 〒955-8510 

柏崎工場 柏崎巿宝町2-日8 于94日-日817 

長岡工場長岡巿下条町塞ノ浦1069干 940-1 146 


⑩23 


TELC0256)32-21 11 ( 大げ表） 
TEL(02 巳 7)23 — 已17己(イザ表） 
TEL(0258)22-21 21 ( 巧表） 


株式ちな 3 U • 

ホームぺージ http://www.corona.co.jp/ 


信越- 
北陸地区 


! 条サ覃ビス！ン》竺 


新 


巧 

巧 

松 

本 

営業 

所 

金 

沢 

ま 

店 

をおサービス它ンター 

富 

山 

営業 

巧 

福 

な 

営業 

巧 


兰条市な刹 3-2-1 5 
二条市巧淵 3-2-1 己 
新潟市東区江南 1-6-41 
長野市大豆島5312 
秘本市檀質大夕保原78己2 

をミ只巿駅西新の1 -1-25 
をお巿駅西新の 1-1-25 
富山巿坦中町 2-3-1 己 
福な巿和旧栗 1-607 


〒955-0864 

〒955-0864 

〒950-0855 

〒381-0022 

〒399-0033 

〒92日-0027 
〒920-0027 
〒930-0985 
干 918-8237 


TEU0256)32-2126( げ表） 
TEU0256)32-2129( 化表） 
TEU025)286-9 131 ( げ表） 
TEL の 26)221-51 11(代表） 
TEL の 263)26-0051( げ表） 

TEU076)260-0567( 化表） 
TEU076)260-0038( 代表） 
TEU076)444-0567( げ表） 
TEU0776)23-0567( 化表） 


FAX の 256)35-8519 
FAX の 256)32-2137 
FAX の 25)286-331 3 
FAX の 26)221-0039 
FAX の 263)25-9961 

FAX の 76)260 — 0775 
FAX の 76)260-0738 
FAX の 76)444-061 1 
FAX の 776)23-0580 


[ お客様ご相談窓□一覧表 j 

修理サービスや製品についでのごす目談は磯種名をご確認の上、 

お買いあげの販売店または下記のごす目談窓□にご依頼くださし、。 

ご輯居やご贈蓄品などでお困りの場含は、下記のお近くの窓□じごす目談く 
ださい。 

爸称、所を地、電話塞号は、変更する場含がありますのでご3承ください。 


参アフターサービスの お問い合わせは下記へどラぞ 


コ□ナサービスセンター 
^0120-919-302 

(修理受付専用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 


携帯電話 ’ PHS 等か6は 
最寄のサービスセンター 
へ直接おかけ < ださい。 


店-巧巧巧 

夕 

ま^業業業 

一 営営営 

台 I 

サ山おの 

台 

仙仙郡山圧 


店-巧巧巧巧巧店巧巧巧巧所所 
去 y 業業業業業安 ^ 業^業業業 

圏ピ営営営営営東ま営営営 

- こ宜 ば 

都邸巧川葉お商関：： 崎都坦 戸く 

首首東立千横甲化さ高宇太水つ 


g 

T 

4 

1 巧 

888の 団 

冬尸 7 業 

ロロ滿を に 

目目了巧目目 TT 22 

喊心けが 

館館中祖市巿園園お 

ろち泉外売売坦坦門門水 

市巿巿巿巿巿巿巿巿巿市 

森森田田戸戸前前岡岡州 

青青秋秋 MM 化化盛鹽與 

店 I 巧 I 巧 I 所 I 巧 I 巧 

タタタタタ 

業 、''^ 業、 ' 一業 、'^ 業 、'^ 業 

ま它它它じじ 

!?^>営む営む営む営替 

森 r - -n r r r 

か ffl を尸かす-岡かお 

森田戸前岡 

青青秋秋 mm 弘弘盛盘水 


表表表表表表表表 
ずザずザずザずザ 

一—一—一—一—一— 00. — 

70126186 


44217293 
77986822 
44己238リ己 
22396587 
99999999 
00000000 
/fvy-fv/fvy-fv/fv/v/fvylv 
しししししししし 
EEEEEEEE 
TTTTTTTT 


店-巧巧巧巧 
夕 

支^業業旨業 
ス業 
置 Y 営営営 
古卽岡阜営津 
ち 

名各静岐ま沼 


店 - 巧巧巧巧巧店-所所所 

夕 夕 

_ こ、 ^ 業業業業 ^ _ こ、^業業業 

また 支它 


営営営営 


営 

10 

山 


営営営 


阪卜 ^ 都 I 户根日島卜山子山 

阪 島 

大大富を巧彦福広広岡米徳 


店-巧巧巧巧所所 
夕 

_ と、'^業業業業業業 
まじ4 


岡 


営営 
州島 


営営営営 


サ化日。本崎崎ハ刀 
岡—ノ 

福福北鹿熊長宮大 


店-巧所所所所 

夕 

ミ、"！業業業業業 

支 t 

営営営営営 

幌 I 

サ館 E 広路見 

札化函旭帯訓化 
























